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（6）とおかまち

繍薦
う
た
う
会

　
私
達
、
う
た
う
会
さ

わ
ら
び
は
、
平
和
で
健

康
的
な
ろ
た
を
広
め
る

目
的
を
か
か
げ
十
年
前
に
結
成
さ
れ

た
伝
統
あ
る
会
で
す
。

　
毎
週
日
曜
夜
七
時
三
十
分
か
ら
市

民
会
館
で
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
う
た
、
フ
ォ
ー
ク
、
ロ
マ

ソ
チ
ッ
ク
な
恋
の
う
た
、
ま
た
な
つ

か
し
い
童
謡
な
ど
を
中
心
に
や
っ
て

い
ま
す
。
例
会
の
ほ
か
に
う
た
ご
え

喫
茶
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

「
う
た
は
好
き
だ
け
ど
オ
ン
チ
」
と

い
う
人
も
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
い

ク
…
ッ
…
キ
．
ン
グ

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
カ
レ
巳
揚
げ

　
主
婦
　
滝
沢
良
子
（
本
町
一
上
）

　
今
、
冷
凍
食
品
が
豊
富
に
出
回
っ

て
お
り
ま
す
が
、
春
の
食
卓
に
冷
凍

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
て
天
ぶ

ら
の
こ
ろ
も
の
中
か
ら
の
ぞ
い
た
黄

色
の
粒
に
「
オ
ヤ
ッ
」
と
首
を
か
し

げ
る
の
も
楽
し
い
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
と
カ
レ

ー
粉
の
か
お
り
が
新
鮮
で
美
味
し
い

と
、
若
い
人
に
う
け
て
お
り
ま
す
。

　
材
料
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ニ
本
、
三

つ
葉
一
束
、
牛
乳
一
本
、
ピ
ー
マ
ソ

ニ
個
、
カ
レ
ー
粉
少
々
（
好
み
の

量
）
卵
一
個
、
植
物
油
、
天
ぶ
ら
粉

調
味
料
少
々
。

　
調
理
法
①
ト
ウ
モ
・
コ
シ
を
軽

く
蒸
し
手
で
粒
を
落
す
（
冷
凍
の
場

さ
わ
ら
び

で
一
緒
に
う
た
い
ま
せ
ん
か
。

（第3種郵便物認可）昭和48年4月15日

四
月
三
十
日
に
市
の
業
務
は

　
　
　
　
　
　
　
　
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
祝
日
が
日
曜
日
に
あ
た
る

場
合
、
そ
の
翌
日
を
休
日
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
も
今
後
、

国
民
の
祝
日
が
日
曜
日
に
あ
た
る
と

き
は
、
翌
日
市
の
業
務
を
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
と
し
は
、
四
月

二
＋
九
日
の
天
皇
誕
生
日
と
九
月
二

十
三
日
の
秋
分
の
日
が
日
曜
日
に
あ

た
り
ま
す
の
で
そ
の
翌
日
が
休
日
と

な
り
ま
す
。
　
（
三
十
日
は
ご
み
収
集

を
行
な
い
ま
す
。
）

　
事
業
用
の
多
量
の
不
燃

　
物
は
霧
谷
埋
立
地
へ

　
霧
谷
埋
立
地
（
川
西
町
）
は
、
雪

が
消
え
た
た
め
通
行
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
所
か
ら
出
る
多
量
の

不
燃
物
は
各
自
が
霧
谷
埋
立
地
ま
で

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
途
中
荷
く
ず
れ

等
で
ご
み
を
お
と
す
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
四

ト
ン
車
以
上
は
通
行
不
能
で
す
）

　
さ
わ
ら
び
の
会
（
う
た
ご
え
喫
茶
）

合
は
袋
よ
り
出
し
、
凍
っ
た
ま
ま
で

蒸
し
、
包
丁
で
そ
ぎ
落
す
）
②
三
つ

葉
は
二
秀
位
の
長
さ
に
切
る
。
③
ピ

ー
マ
ン
は
細
切
り
。
但
し
来
客
の
場

合
、
カ
ニ
缶
半
分
を
使
用
す
る
と
良

い
。
以
ヒ
を
混
ぜ
合
わ
せ
調
味
料
を

振
り
野
菜
の
か
き
揚
げ
要
領
で
揚
げ

ま
す
が
、
天
ぶ
ら
粉
を
牛
乳
、
卵
で

溶
き
ヵ
レ
ー
粉
の
味
を
き
か
せ
た
と

こ
ろ
が
、
・
・
ソ
。

　
〈
原
稿
募
集
V

　
主
婦
の
方
で
ご
家
族
に
喜
ば
ぬ
て

い
る
料
理
の
つ
く

り
方
を
紙
面
に
提

供
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
ー
。
二
百

字
位
に
ま
と
め
て

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
明
記
の
上

企
画
広
報
係
へ
。

四
月
休
日
救
急
医

二
十
二
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
魯
七
⊥
二
〇
一
八
番

二
十
九
日
池
田
医
院
（
本
町
酉
二

　
　
　
脅
二
－
二
五
八
一
番

　
口
三
歳
児
検
診

　
身
体
測
定
、
診
察
、
歯
科
検
診
、

家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
相
談
。
▽

四
月
十
九
日
…
…
市
民
会
館
▽
四
月

二
十
日
…
…
川
治
公
民
館
▽
四
月
二

十
四
日
…
：
吉
印
公
民
館
。
い
ず
れ

も
午
後
一
時
～
二
時
ま
で
。
母
子
手

帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
■
妊
婦
検
診
、
母
親

　
　
教
室

　
四
月
二
十
五
日
…
…
中
条
病
院
で

午
後
一
時
半
－
二
時
半
ま
で
。

　
▽
四
月
二
十
四
日
…
…
十
日
町
砂

利
合
資
本
社
で
。
▽
四
月
二
十
五
日

…
滝
文
工
業
株
式
会
社
女
子
寮

で
。　
■
寄
付
あ
り
が
と
う

　
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
十
日
町
後
楽
園
ボ
ウ
ル
（
一
周

年
チ
マ
リ
テ
ー
）
…
：
二
万
四
千
八

十
五
円
。
▽
J
C
ス
ク
ー
ル
卒
業
生

一
同
　
・
九
千
八
百
三
十
円
。
▽
田

口
本
一
（
高
田
町
三
南
）
香
典
返
し

…
五
万
円
。
▽
中
川
光
忍
（
新
座

第
一
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
。
▽

大
津
又
八
（
山
本
五
）
…
…
七
千
五

百
＋
四
円
。

　
■
停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
四
月
二
十
日
…
…
浅
川
原
、
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
。
▽
四
月

二
十
七
日
…
…
中
条
上
町
一
部
～
旭

ケ
斤
団
地
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時

ま
で
。

　
■
交
通
規
制

　
市
道
美
渡
線
蕨
平
～
三
ッ
山
間
道

路
改
良
工
事
の
た
め
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
通
行
止
と
な
り
ま
す
。

公
害
防
止

　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
購
入

市
で
は
こ
の
ほ
ど
公
害
防
止
パ
ト
　
　
予
定
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ル
車
と
最
新
型
の
騒
音
測
定
器

具
を
購
入
し
、
公
害
の
未
然
防
止
に

威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
根
茂
織
物
㈱
社
長
が

公
害
防
止
施
設
に
寄
付
さ
れ
た
百
万

円
と
市
費
を
加
え
購
入
し
た
も
の
で

す
。隅
今
後
、
市
環
境
開
発
課
で
は
、
騒

音
や
水
質
汚
だ
く
、
悪
臭
、
大
気
汚

染
な
ど
の
苦
情
申
し
立
て
の
測
定
立

入
検
査
な
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度

は
公
害
の
未
然
防
止
の
資
料
づ
く
り

と
し
て
、
織
機
の
騒
音
実
態
調
査
を

購
入
し
た
公
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
車

鎌p
　
齢
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鶴
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倫
壕
後
紀

　
本
号
か
ら
紙
面
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

か
ら
A
四
版
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
題
字
も
変
更
し
、
心
気
一

転
を
は
か
り
ま
し
た
。
　
（
題
字
は
鈴

木
蘭
氏
）
内
容
面
で
も
、
市
報
と
お

か
ま
ち
が
家
庭
と
市
役
所
を
結
ぶ
か

け
橋
と
し
て
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
原
稿
募
集

　
地
域
の
明
る
い
話
題
、
市
政
へ
の

建
設
的
な
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
応
募
す
る
と
き
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
等
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
て
先
は
、
市
役
所
企
画
財

政
課
企
画
広
報
係
へ
（
千
歳
町
三
丁

目
）
奮
七
ー
三
一
一
一
番
。
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　趨

おそい　春が

あっという間に

過ぎると

みどりの風

汗ばむ

こどもたちの肌に

こいのぼりがうたう

あしたを

みんなでつくっていく

あかるい　のぞみ
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□199号□

五
月
一
日
～
十
四
日

　
　
　
　
　
こ
ど
も
の
読
書
週
間

五
月
三
日
　
市
消
防
団
春
季
消
防

　
　
　
　
　
演
習

　
　
　
　
　
　
（
憲
法
記
念
日
）

五
月
五
日
　
こ
ど
も
の
日

五
月
五
日
～
十
一
日

　
　
　
　
　
児
童
福
祉
週
間弓

五
月
八
日
　
世
界
赤
十
字
デ
i

五
月
十
日
～
十
六
日
　
愛
鳥
週
間

五
月
十
三
日
　
母
の
日

五
月
十
八
日
　
国
際
善
意
デ
ー

五
月
二
十
一
日
～
三
十
一
日

　
　
　
　
　
家
内
労
働
旬
間

五
月
三
卜
日
　
文
化
財
保
護
法
公

　
　
　
　
　
　
布
記
念
日

　　　　人口

　昭和48年4月1日現在

世帯数　11，104（一45）

人口49，958（一271）

（　）内は

前月との比較

増減
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（2）とおかまち（第3種郵便物認可）昭和48年5月15日

　
市
役
所
で
は
、
老
人
や
心
身
の
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
へ
暖
か
な
手
を
さ
し
の
べ
、
だ
れ

も
が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
施
策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
さ
ら
に
乳
児
、
妊
産
婦
の
医
療

費
助
成
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
か
ら
妊
産
婦
と
乳
児

（
一
歳
未
満
児
）
の
医
療
費
助
成
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
先
天
性
異
常
児
の
発
生

や
乳
児
の
死
亡
を
減
少
さ
せ
、
妊
産

婦
に
健
康
な
状
態
で
、
じ
ょ
う
ぶ
な

赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
も
ら
う
た
め
、

病
気
の
早
期
発
見
と
治
療
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
お
含
み
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

欝
肇

ホラ…こんなに大きくなって・・

　48，4．23　下条地区育児相談

だ
さ
い
。

　
助
成
対
象
者

　
各
種
社
会
保
険
の
加
入
者
で
、
十

日
町
市
に
住
所
を
有
す
る
妊
産
婦

及
び
乳
児
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
）

　
□
妊
産
婦
の
場
合

　
つ
ぎ
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

（
所
得
税
法
に
規
定
す
る
所
得
税
額

が
三
万
二
千
四
百
円
以
内
の
世
帯
に

属
す
る
者
。
）

　
□
乳
児
の
場
合

　
全
乳
児
が
対
象
に
な
り
ま
す
（
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
助
成
期
間

　
妊
産
婦
は
、
妊
娠
届
を
し
た
翌
月

か
ら
出
産
し
た
月
の
翌
月
い
っ
ば
い

の
期
間
。
乳
児
は
、
満
一
歳
に
な
っ

た
月
の
末
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
助

成
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
申
請
方
法

　
◎
妊
産
婦
…
妊
娠
届
（
医
師
の
証

明
を
要
し
ま
す
）
と
印
鑑
を
も
っ
て

市
役
所
保
健
課
窓
口
へ
。

　
◎
乳
児
…
市
民
課
窓
口
に
出
生
届

を
提
出
後
、
保
健
課
窓
ロ
ヘ
（
保
険

証
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ

ず
に
）
。
申
請
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

と
、
医
療
費
受
給
資
格
証
を
交
付
し

今
月
中
に

ま
す
◎

　
助
成
方
法

　
■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
医
療
機
関
窓
口
に
保
険
証
、
受
給

資
格
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
一
部

負
担
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
．
　
（
保
険
の
き
か
な
い
も
の
は
除

く
）
　
口
社
会
保
険
（
国
民
健
康
保
険
を

　
　
除
く
）
加
入
者

　
医
療
機
関
に
一
部
負
担
金
を
支
払

い
、
そ
の
受
領
証
を
市
役
所
保
健
課

窓
口
に
提
出
し
ま
す
と
、
の
ち
ほ
ど

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
新
潟
県
だ
け

の
も
の
で
す
か
ら
、
県
外
の
医
療
機

関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
市
役
所
保

健
課
に
連
絡
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

開
館

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
津

南
町
芦
ヶ
崎
地
内
に
建
設
中
の
総
合

福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
、
急
ピ
ッ
チ
に
工

事
が
進
め
ら
れ
、
五
月
中
に
は
開
館

で
き
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
市
、
中
魚
地
方

の
老
人
、
婦
人
た
ち
か
ら
楽
し
く
こ

の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
明

る
い
余
暇
活
動
と
健
康
増
進
を
は
か

っ
て
も
ら
お
う
と
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
、

老
人
の
福
祉
対
策
を
主
体
に
館
内
は

温
泉
利
用
の
身
体
障
害
者
機
能
回
復

施
設
や
健
康
相
談
室
、
老
人
い
こ
い

室
、
ク
ラ
ブ
活
動
室
な
ど
が
配
置
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

れ
、
全
館
百
五
†
人
収
容
の
暖
房
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
6
塞

始
は
休
み
．
申
し
込
み
は
総
合
福
祉

セ
ソ
タ
ー
で
直
接
受
け
つ
け
て
お

り
ま
す
（
2
津
南
局
五
ー
二
四
五

七
）
。
な
お
、
こ
の
建
物
は
年
金
積

立
金
還
元
融
資
を
う
け
た
も
の
で

す
。
使
用
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

個
　
人

大
人
　
百
五
十
円

た
だ
し
七
十
歳
以
上

の
者
は
半
額

小
人
　
七
｛
円

団
　
体

天
に
つ
き
百
二
十
円

た
だ
し
七
十
歳
以
h

の
者
は
半
額

各
室
を
専
用

使
用
す
る
場

合

一
日
　
五
百
円

大
集
会
室
を

専
用
使
用
す

る
場
合

一
日
　
千
　
　
円

団
体
は
1
0
人
以
上
、
小
人
は
義
務
教
育

終
了
前
の
も
の
。

取
引
先
の
紹
介

あ
っ
せ
ん
は

講
粛
養

業
振
興
公
社
で

は
、
仕
事
を
発
注
・
受
注
し
た
い
方

の
取
引
あ
っ
せ
ん
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
　
（
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
商
工

課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
）
希
望
者

は
直
接
、
同
公
社
（
新
潟
市
白
山
浦

一
丁
目
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

取
引
あ
っ
せ
ん
事
業
と
は

公
社
に
登
録
さ
れ
た
親
企
業
（
発
注

企
業
）
と
下
請
中
小
企
業
（
受
注

企
業
）
を
中
心
に
、
受
注
希
望
企
業

に
対
す
る
発
注
先
の
紹
介
あ
っ
せ

ん
や
発
注
希
望
企
業
に
対
す
る
受
注

先
の
紹
介
あ
っ
せ
ん
、
あ
る
い
は
下

請
取
引
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
相

談
指
導
、
経
営
技
術
、
生
産
の
相
談

指
導
等
、
総
合
的
な
取
引
あ
っ
せ
ん

事
業
を
行
な
い
ま
す
。

曾♂◎
／衡く

ノ

　　　6月1日～6月7日水道週間です

　　　　　消化　洗面　　水は有効に使いましょう
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遺跡分布調査を開始
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ザー一苗場山ろく開発予定地を
き

L一一一一一ご協力をお願いします一一一

　
ナ
日
町
市
と
中
魚
地
方
は
、
縄
文

遺
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
市
で
は
こ
の
ほ
ど
苗
場
山
ろ

く
開
発
地
域
内
の
遺
跡
分
布
調
査
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
団
は
去
る
十
四
日
結
成
さ
れ

調
査
団
長
は
中
川
立
教
大
学
教
授
、

副
団
長
に
加
藤
立
教
大
学
講
師
、
及

び
地
元
副
団
長
に
佐
野
良
吉
氏
「
文

化
財
保
護
委
員
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
調
査
員
は
こ
の
ほ
か
市
文
化
財

審
議
会
委
員
、
地
元
研
究
者
、
郷
土

史
愛
好
者
ら
が
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら

八
月
ま
で
、
主
と
し
て
土
曜
、
日
曜

日
を
利
用
し
て
現
地
踏
査
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
桜
ケ
丘
遺
跡
（
土
市
地

内
）
や
南
雲
遺
跡
の
調
査
を
終
わ
り

ま
し
た
が
、
縄
文
中
期
の
遺
物
な
ど

が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
の
目
的
は
、
遺
跡
の

範
囲
や
規
模
を
た
し
か
め
る
こ
と
で

す
が
、
そ
の
絃
果
は
、
十
日
町
市
の

文
化
財
保
護
上
．
重
要
な
資
料
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遺跡の分布調査
（48．4。28南雲遺跡で）

爆9
み
ん
な
で
ア
メ
シ
ロ
を

や
っ
つ
け
よ
う

　
五
月
の
中
句
か
ら
六
月
は
緑
の
大

敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ

・
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ
・

は
薬
剤
散
布
だ
け
で
は
絶
滅
す
る
こ

と
は
大
変
に
困
難
で
す
。
ア
メ
シ
・

の
防
除
方
法
は
ア
メ
シ
ロ
の
弱
点
を

↓
ア
メ
シ
ロ
の
防
除

つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
朝
夕
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検

し
、
〃
ス
カ
シ
状
〃
の
葉
が
あ
れ
ば

そ
れ
が
ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で

　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
に

高
枝
切
り
パ
サ
ミ

で
巣
の
部
分
の

枝
葉
を
切
り
落
と

し
、
踏
み
つ
ぶ
す

か
、
焼
き
殺
し
て

く
だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
は
町
内

事
業
所
単
位
で

　豪雪記録写真史を編集
　昭和9年から現在までの豪雪の記録一
「豪雪記録写真史」をこのほど編集。市民ホ
ールに備えつけ、来庁者に公開しています。
ご覧いただきたいと思います。
　これは、160枚の写真を「豪雪のすがた」「雪
との取りくみ」など8テーマに分類集録（2
編）したものです。
　市民ホールで閲覧していだ羽鳥（田川町）さ
んに感想をたずねると「時代のうつりかわり
は、目をみはるものがある。若者にこの豪雪
の苦しみを味わせてみたいものだ」といって
いましたo

二
階
大
屋
楓
よ
り
高
い
本
町

口
丁
目
（
昭
和
二
十
年
冬
）

　
ア
メ
シ
・
の
毛
虫
は
、
幼
令
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
㌧
窟
．
q
葦

過
ぎ
る
と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹

木
全
体
を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
り
ま

す
，
　
こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防

除
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬
剤
防

除
に
よ
る
一
時
し
の
ぎ
的
防
除
方
法

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
方
法
は

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
な
い
と

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
町
内
ぐ

る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
こ
と
し
も
小
型
防
除
機
（
持
ち
あ

る
き
が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ

る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
（
電
話
七
－
三
一
一
一
）

　
な
お
、
薬
剤
、
燃
料
等
は
実
施
者

か
ら
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　
（
薬
剤
は
農
協
、
各
事
業
所

に
あ
り
ま
す
）

市
政
事
務
嘱
託
員

関
口
さ
ん
ら
が
永
年

勤
続
看
表
彰

　
市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
を
去
る
四

月
二
十
五
日
市
民
会
館
で
開
き
ま
し

た
が
、
そ
の
席
上
つ
ぎ
の
五
氏
が
永

年
勤
続
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

瓢
池
田
金
策
（
嘉
勝
）
勤
続
十
九
年

脇
関
口
美
影
（
本
町
五
）
勤
続
十
八
年

闘
徳
永
泰
三
（
神
明
町
）
勤
続
八
年

勝
近
藤
豊
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
勤
続
　
七
年

翻
福
原
二
郎
（
高
場
）
勤
続
　
六
年

「　　　気をつけよう

　ヤら’9　　β　2二　忘
　　　一＿　　＿

交
通
安
全
の
日

毎
月
十
日
・
二
十
日

［
霧
綴
騎

春の交通安全運動期間中の事故状況

　　　　47・48年の比較

年度 件数 死者 負傷者

47 7
人

0
人
10

48 5 1 4
増減 一2 十1 一6
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（2）とおかまち（第3種郵便物認可）昭和48年5月15日

　
市
役
所
で
は
、
老
人
や
心
身
の
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
へ
暖
か
な
手
を
さ
し
の
べ
、
だ
れ

も
が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
施
策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
さ
ら
に
乳
児
、
妊
産
婦
の
医
療

費
助
成
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
か
ら
妊
産
婦
と
乳
児

（
一
歳
未
満
児
）
の
医
療
費
助
成
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
先
天
性
異
常
児
の
発
生

や
乳
児
の
死
亡
を
減
少
さ
せ
、
妊
産

婦
に
健
康
な
状
態
で
、
じ
ょ
う
ぶ
な

赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
も
ら
う
た
め
、

病
気
の
早
期
発
見
と
治
療
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
お
含
み
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

欝
肇

ホラ…こんなに大きくなって・・

　48，4．23　下条地区育児相談

だ
さ
い
。

　
助
成
対
象
者

　
各
種
社
会
保
険
の
加
入
者
で
、
十

日
町
市
に
住
所
を
有
す
る
妊
産
婦

及
び
乳
児
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

（
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
）

　
□
妊
産
婦
の
場
合

　
つ
ぎ
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

（
所
得
税
法
に
規
定
す
る
所
得
税
額

が
三
万
二
千
四
百
円
以
内
の
世
帯
に

属
す
る
者
。
）

　
□
乳
児
の
場
合

　
全
乳
児
が
対
象
に
な
り
ま
す
（
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
助
成
期
間

　
妊
産
婦
は
、
妊
娠
届
を
し
た
翌
月

か
ら
出
産
し
た
月
の
翌
月
い
っ
ば
い

の
期
間
。
乳
児
は
、
満
一
歳
に
な
っ

た
月
の
末
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
助

成
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
申
請
方
法

　
◎
妊
産
婦
…
妊
娠
届
（
医
師
の
証

明
を
要
し
ま
す
）
と
印
鑑
を
も
っ
て

市
役
所
保
健
課
窓
口
へ
。

　
◎
乳
児
…
市
民
課
窓
口
に
出
生
届

を
提
出
後
、
保
健
課
窓
ロ
ヘ
（
保
険

証
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ

ず
に
）
。
申
請
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

と
、
医
療
費
受
給
資
格
証
を
交
付
し

今
月
中
に

ま
す
◎

　
助
成
方
法

　
■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
医
療
機
関
窓
口
に
保
険
証
、
受
給

資
格
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
一
部

負
担
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
．
　
（
保
険
の
き
か
な
い
も
の
は
除

く
）
　
口
社
会
保
険
（
国
民
健
康
保
険
を

　
　
除
く
）
加
入
者

　
医
療
機
関
に
一
部
負
担
金
を
支
払

い
、
そ
の
受
領
証
を
市
役
所
保
健
課

窓
口
に
提
出
し
ま
す
と
、
の
ち
ほ
ど

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
新
潟
県
だ
け

の
も
の
で
す
か
ら
、
県
外
の
医
療
機

関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
市
役
所
保

健
課
に
連
絡
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

開
館

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
津

南
町
芦
ヶ
崎
地
内
に
建
設
中
の
総
合

福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
、
急
ピ
ッ
チ
に
工

事
が
進
め
ら
れ
、
五
月
中
に
は
開
館

で
き
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
市
、
中
魚
地
方

の
老
人
、
婦
人
た
ち
か
ら
楽
し
く
こ

の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
明

る
い
余
暇
活
動
と
健
康
増
進
を
は
か

っ
て
も
ら
お
う
と
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
福
祉
セ
ソ
タ
ー
は
、

老
人
の
福
祉
対
策
を
主
体
に
館
内
は

温
泉
利
用
の
身
体
障
害
者
機
能
回
復

施
設
や
健
康
相
談
室
、
老
人
い
こ
い

室
、
ク
ラ
ブ
活
動
室
な
ど
が
配
置
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

れ
、
全
館
百
五
†
人
収
容
の
暖
房
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
6
塞

始
は
休
み
．
申
し
込
み
は
総
合
福
祉

セ
ソ
タ
ー
で
直
接
受
け
つ
け
て
お

り
ま
す
（
2
津
南
局
五
ー
二
四
五

七
）
。
な
お
、
こ
の
建
物
は
年
金
積

立
金
還
元
融
資
を
う
け
た
も
の
で

す
。
使
用
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

個
　
人

大
人
　
百
五
十
円

た
だ
し
七
十
歳
以
上

の
者
は
半
額

小
人
　
七
｛
円

団
　
体

天
に
つ
き
百
二
十
円

た
だ
し
七
十
歳
以
h

の
者
は
半
額

各
室
を
専
用

使
用
す
る
場

合

一
日
　
五
百
円

大
集
会
室
を

専
用
使
用
す

る
場
合

一
日
　
千
　
　
円

団
体
は
1
0
人
以
上
、
小
人
は
義
務
教
育

終
了
前
の
も
の
。

取
引
先
の
紹
介

あ
っ
せ
ん
は

講
粛
養

業
振
興
公
社
で

は
、
仕
事
を
発
注
・
受
注
し
た
い
方

の
取
引
あ
っ
せ
ん
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
　
（
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
商
工

課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
）
希
望
者

は
直
接
、
同
公
社
（
新
潟
市
白
山
浦

一
丁
目
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

取
引
あ
っ
せ
ん
事
業
と
は

公
社
に
登
録
さ
れ
た
親
企
業
（
発
注

企
業
）
と
下
請
中
小
企
業
（
受
注

企
業
）
を
中
心
に
、
受
注
希
望
企
業

に
対
す
る
発
注
先
の
紹
介
あ
っ
せ

ん
や
発
注
希
望
企
業
に
対
す
る
受
注

先
の
紹
介
あ
っ
せ
ん
、
あ
る
い
は
下

請
取
引
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
相

談
指
導
、
経
営
技
術
、
生
産
の
相
談

指
導
等
、
総
合
的
な
取
引
あ
っ
せ
ん

事
業
を
行
な
い
ま
す
。

曾♂◎
／衡く

ノ

　　　6月1日～6月7日水道週間です

　　　　　消化　洗面　　水は有効に使いましょう
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遺跡分布調査を開始
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ザー一苗場山ろく開発予定地を
き

L一一一一一ご協力をお願いします一一一

　
ナ
日
町
市
と
中
魚
地
方
は
、
縄
文

遺
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
市
で
は
こ
の
ほ
ど
苗
場
山
ろ

く
開
発
地
域
内
の
遺
跡
分
布
調
査
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
団
は
去
る
十
四
日
結
成
さ
れ

調
査
団
長
は
中
川
立
教
大
学
教
授
、

副
団
長
に
加
藤
立
教
大
学
講
師
、
及

び
地
元
副
団
長
に
佐
野
良
吉
氏
「
文

化
財
保
護
委
員
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
調
査
員
は
こ
の
ほ
か
市
文
化
財

審
議
会
委
員
、
地
元
研
究
者
、
郷
土

史
愛
好
者
ら
が
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら

八
月
ま
で
、
主
と
し
て
土
曜
、
日
曜

日
を
利
用
し
て
現
地
踏
査
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
桜
ケ
丘
遺
跡
（
土
市
地

内
）
や
南
雲
遺
跡
の
調
査
を
終
わ
り

ま
し
た
が
、
縄
文
中
期
の
遺
物
な
ど

が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
の
目
的
は
、
遺
跡
の

範
囲
や
規
模
を
た
し
か
め
る
こ
と
で

す
が
、
そ
の
絃
果
は
、
十
日
町
市
の

文
化
財
保
護
上
．
重
要
な
資
料
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遺跡の分布調査
（48．4。28南雲遺跡で）

爆9
み
ん
な
で
ア
メ
シ
ロ
を

や
っ
つ
け
よ
う

　
五
月
の
中
句
か
ら
六
月
は
緑
の
大

敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ

・
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ
・

は
薬
剤
散
布
だ
け
で
は
絶
滅
す
る
こ

と
は
大
変
に
困
難
で
す
。
ア
メ
シ
・

の
防
除
方
法
は
ア
メ
シ
ロ
の
弱
点
を

↓
ア
メ
シ
ロ
の
防
除

つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
朝
夕
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検

し
、
〃
ス
カ
シ
状
〃
の
葉
が
あ
れ
ば

そ
れ
が
ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で

　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
に

高
枝
切
り
パ
サ
ミ

で
巣
の
部
分
の

枝
葉
を
切
り
落
と

し
、
踏
み
つ
ぶ
す

か
、
焼
き
殺
し
て

く
だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
は
町
内

事
業
所
単
位
で

　豪雪記録写真史を編集
　昭和9年から現在までの豪雪の記録一
「豪雪記録写真史」をこのほど編集。市民ホ
ールに備えつけ、来庁者に公開しています。
ご覧いただきたいと思います。
　これは、160枚の写真を「豪雪のすがた」「雪
との取りくみ」など8テーマに分類集録（2
編）したものです。
　市民ホールで閲覧していだ羽鳥（田川町）さ
んに感想をたずねると「時代のうつりかわり
は、目をみはるものがある。若者にこの豪雪
の苦しみを味わせてみたいものだ」といって
いましたo

二
階
大
屋
楓
よ
り
高
い
本
町

口
丁
目
（
昭
和
二
十
年
冬
）

　
ア
メ
シ
・
の
毛
虫
は
、
幼
令
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
㌧
窟
．
q
葦

過
ぎ
る
と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹

木
全
体
を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
り
ま

す
，
　
こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防

除
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬
剤
防

除
に
よ
る
一
時
し
の
ぎ
的
防
除
方
法

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
方
法
は

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
な
い
と

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
町
内
ぐ

る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
こ
と
し
も
小
型
防
除
機
（
持
ち
あ

る
き
が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ

る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
（
電
話
七
－
三
一
一
一
）

　
な
お
、
薬
剤
、
燃
料
等
は
実
施
者

か
ら
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　
（
薬
剤
は
農
協
、
各
事
業
所

に
あ
り
ま
す
）

市
政
事
務
嘱
託
員

関
口
さ
ん
ら
が
永
年

勤
続
看
表
彰

　
市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
を
去
る
四

月
二
十
五
日
市
民
会
館
で
開
き
ま
し

た
が
、
そ
の
席
上
つ
ぎ
の
五
氏
が
永

年
勤
続
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

瓢
池
田
金
策
（
嘉
勝
）
勤
続
十
九
年

脇
関
口
美
影
（
本
町
五
）
勤
続
十
八
年

闘
徳
永
泰
三
（
神
明
町
）
勤
続
八
年

勝
近
藤
豊
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
勤
続
　
七
年

翻
福
原
二
郎
（
高
場
）
勤
続
　
六
年

「　　　気をつけよう

　ヤら’9　　β　2二　忘
　　　一＿　　＿

交
通
安
全
の
日

毎
月
十
日
・
二
十
日

［
霧
綴
騎

春の交通安全運動期間中の事故状況

　　　　47・48年の比較

年度 件数 死者 負傷者

47 7
人

0
人
10

48 5 1 4
増減 一2 十1 一6
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、

　
　
購

　
　
　
灘
窯繋

　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
副

市
街
地
の
河
川
は
泣
い
て
い
ゐ
。

繋　　　
’

　
　
　
・
藤

　
　
　
ロ

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
　
　
　
　

　
　
δ
　
　
　
　
　
　
　
（

馬

～一一～

　
私
達
の
家
の
近

く
を
流
れ
て
い
る

小
川
。
一
昔
前
は

、
子
供
達
が
メ
ダ

カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
取

り
に
た
わ
む
れ
て

い
た
小
川
も
、
最

近
で
は
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
汚
濁

で
ほ
と
ん
ど
魚
も

住
め
な
い
死
の
川

と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
河
川
を
ゴ
、
ミ
捨

て
場
と
勘
違
い
し

ゴ
ミ
を
捨
て
て
い

第3種郵便物認可）昭和48年5月15日
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菰
匁
ノ
槻

地図に親し

　　ませよう

　
汽
車
や
自
動
車
で
旅
行
す
る
こ
と

が
盛
ん
で
す
。
そ
う
し
た
点
と
線

の
知
識
の
中
に
、
そ
の
風
土
を
入
れ

て
み
た
い
も
の
で
す
。
乗
り
物
の
中

が
楽
し
か
っ
た
、
宿
屋
が
よ
か
っ
た

だ
け
で
な
く
、
通
っ
た
土
地
の
様
子

を
よ
く
見
聞
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
、
地
図
が
よ
い
手
引

き
に
な
り
ま
す
。
旅
行
前
に
地
図
で

確
か
め
る
（
絵
地
図
、
鳥
か
ん
図
な

ど
）
帰
宅
し
た
あ
と
で
か
い
て
み
る

こ
と
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
休
み

の
日
な
ど
、
親
子
で
近
所
の
地
図
を

書
い
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

海
外
旅
行
が
盛
ん
で
す
が
、
家
庭
に

地
球
儀
が
ひ
と
つ
ほ
し
い
で
す
ね
、

テ
レ
ビ
の
そ
ば
に
で
も
お
い
て
、
話

が
出
た
と
き
、
く
る
く
る
と
ま
わ
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。
日
本
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
の
国
々
に
く
ら
べ
る
と
、

南
の
方
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
寒
い
の
は
な
ぜ
か
、
な
ど

は
高
学
年
と
し
て
は
よ
い
家
族
会
話

の
材
料
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
（
下

水
道
叉
は
河
川
、
そ
の
他
公
共
の
水

域
へ
の
不
法
投
棄
は
五
万
円
以
下
の

罰
金
）
。
川
は
泣
い
て
い
る

　
朝
の
掃
除
を
し
た
後
の
ゴ
、
、
、
を
前

の
側
溝
に
捨
て
た
り
、
夜
、
自
動
車

で
川
原
へ
こ
っ
そ
り
捨
て
る
な
ど
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
川
は

悲
し
い
く
と
泣
い
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
者
を
市
衛
生
課
に
連
絡
い
た

だ
け
れ
ぽ
、
さ
っ
そ
く
注
意
と
指
導

に
出
向
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
ゴ
．
ミ
の
処
理
方

法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
（
市
の
ゴ
、
、
、

収
集
等
を
利
用
す
る
）
。

　
こ
れ
か
ら
は
町
内
総
動
員
で
河
川

の
美
化
運
動
を
進
め
、
こ
ど
も
た
ち

に
メ
ダ
カ
や
ど
じ
ょ
う
取
り
の
で
き

る
河
川
を
と
り
も
ど
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　無謀運転を追放しょう
　4月の交通事故死亡者は、3名という、

たましい結果になりました。
　歩行者も運転者もつぎのことを守って、

月こそ交通事故をゼロにしたいものです。

　市民ぐるみで、交通事故防止運動にご協

ください。

て
つ
て
が

な
　
　
・
じ

　
な
る

持
に
守

気
身
で

の
の
な

者
人
ん

転
く
み

現
況
届
の
提
出
を

1
児
童
手
当
の
該
当
者
i

　
児
童
手
当
の
受
給
者
現
況
届
を
つ

ぎ
の
日
程
で
受
け
つ
け
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
前
年
の
所
得
状

況
、
児
童
の
養
育
の
状
況
・
職
業
の

変
化
等
を
確
認
す
る
た
め
に
行
な
う

も
の
で
、
こ
れ
が
確
実
に
な
さ
れ
な

い
と
、
支
払
い
に
支
障
が
生
じ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
対
象
児
童
が
十
歳
未

満
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

あ
た
ら
し
く
申
請
さ
れ
た
方
本
再
度

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
届
出
期
日
と
場
所

　
六
月
一
日
か
ら
六
月
二
十
日
：
：

市
社
会
福
祉
事
務
所
▽
六
月
四
日
…

…
中
条
公
民
館
▽
六
月
五
日
…
・
、
下

条
出
張
所
▽
六
月
六
日
…
…
水
沢
出

張
所
▽
六
月
七
日
…
…
吉
田
出
張
所

▽
六
月
八
日
…
…
六
箇
出
張
所
。
い

ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。　
□
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
と
保
険
証

上
村
・
春
川
両
氏

が
受
章

　
四
月
二
十
九
日
付
、
春
の
叙
勲
で

市
内
で
つ
ぎ
の
二
氏
が
受
章
し
ま
し

た
．　
勲
五
等
瑞
宝
章
上
村
順
蔵
（
八

十
三
歳
、
太
田
島
）
　
勲
六
等
単
光
旭

日
童
　
春
川
三
二
（
七
十
三
歳
、
西
枯

木
又
）

　
上
村
氏
は
長
年
の
造
林
事
業
（
推

進
）
に
対
し
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
．
春
川
氏
は
、
父
子
二
代
「
春
川

新
道
」
　
（
現
在
の
県
道
城
内
焼
野

線
）
を
開
さ
く
す
る
な
ど
道
路
事
業

の
推
進
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

戸
外
で
体
を

き
た
え
よ
う

　
　
　
耳
－
ー
ク

↑
ゆ

勲

埴

F
　
‘（

4
’

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
／
六
月
三
日

集
合
／
午
前
八
時
三
十
分

　
　
　
市
役
所
前
広
場

目
的
地
／
新
潟
県
内
水
面

　
　
　
水
産
試
験
場
中
里

　
　
　
支
場
（
中
里
村
通

　
　
　
り
山
）

申
込
み
／
市
教
委
社
会
教

　
　
　
育
課

参
加
料
／
無
料

　
’
こ
の
ほ
か
、
六
月
一
日

か
ら
婦
人
体
育
教
室
も
市

民
体
育
館
、
水
沢
小
、
川

治
小
、
中
条
小
体
育
館
で

開
か
れ
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
市
教
委
社
会
教
育
課

（
費
七
上
三
一
一
番
）
へ
Q

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会

▽
日
時
…
六
月
十
日
午
前

九
時
▽
集
合
場
所
．
：
市
民

体
育
館
▽
各
自
用
意
す
る

も
の
…
運
動
で
き
る
服
装
、

赤
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
▽
申
込

み
方
法
…
四
葛
五
人
の
パ

ー
テ
ィ
単
位
で
ハ
ガ
キ
に

責
任
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
令
（
全
員
）
を
記
載
し
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
市

教
委
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
事
務
局
ま
で
（
個

人
参
加
も
可
）
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公
民
館
で
行
な
う
学
級
や
講
座

さ
そ
い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
で
も
、
生
涯
を
通
じ
て
勉
強
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
い
ま
の
日
本
人
百
人
の

う
ち
八
十
八
人
が
思
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
五
年
に
調
べ
ら
れ
た
数
字
で
す
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
大
ぜ
い
の
み
な
さ
ん
か
、
学
ば
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
公

民
館
で
は
、
そ
ん
な
市
民
の
み
な
さ
ん
に
応
え
る
た
め
に
、
各
地
区
の
公
民
館
で
今
年
度
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
学
級
や
講
座
・
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
　
み
な
さ
ん
を
と
り
ま
く
地
域
社
会
や
家
庭
の
問
題
、
趣

味
の
こ
と
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
学
習
の
機
会
を
用
意
し
ま
し
た
。
『
時
間
が
な
く
て
　
と
い
う
声
が
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
、
学
ぶ
た
め
の
時
間
は
自
か
ら
作
ろ
う
と
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い
も
の
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
近
所
、
仲
間
を
さ
そ
い
あ
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

区
＋
日
町
市
公
民
館
（
本
館
）

・
青
年
を
対
象
に
、
十
日
町
青
年
学

　
級
、
新
成
人
学
級
が
開
設
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

・
一
般
成
人
を
対
象
に
、
書
道
、
ギ

　
タ
ー
、
手
芸
、
工
芸
、
園
芸
等
の
市

　
民
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
就
学
前
の
幼

　
児
の
母
親
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま

　
す
。
・
老
人
を
対
象
に
は
、
九
月
か
ら
講

　
座
が
開
か
れ
ま
す
。

・
市
民
大
学
講
座
は
、
七
月
に
三
回

　
行
な
う
予
定
で
す
。

区
中
条
地
区
公
民
館

・
青
年
を
対
象
に
、
中
条
青
年
学

　
級
、
新
座
青
年
講
座
が
開
設
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

・
家
庭
の
主
婦
の
み
な
さ
ん
に
は
、

　
中
条
婦
人
学
級
、
大
井
田
婦
人
講

　
座
が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
成
人
男
子
を
対
象
に
は
、
地

　
域
問
題
を
学
習
す
る
社
会
講
座
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
十
歳
～
四

　
十
歳
代
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を

対
象
に
体
育
教
室
が
開
か
れ
ま

　
す
。
家
庭
教
育
学
級
は
、
小
学
校

　
五
、
六
年
生
の
母
親
を
対
象
に
行

　
な
わ
れ
ま
す
。

・
ま
た
各
分
館
で
も
他
に
い
く
つ
か

　
の
講
座
が
開
か
お
る
予
定
で
す
。

区
飛
渡
地
区
公
民
館

・
地
域
の
問
題
を
考
え
る
、
青
年
講

　
座
が
桔
木
叉
で
開
か
れ
ま
す
。

・
婦
人
対
象
に
は
、
枯
木
叉
婦
人
学

　
級
、
東
部
婦
人
学
級
、
わ
ら
ぽ
し

　
通
信
婦
人
学
級
、
生
け
花
講
座
な

　
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
小
学
校
一
、

　
二
年
生
の
両
親
を
対
象
に
行
な
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

・
そ
の
他
、
池
入
分
館
、
稲
原
分
館

　
で
も
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た

　
親
子
文
庫
が
飛
一
、
飛
二
小
の
親

　
子
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

Z
六
箇
地
区
公
民
館

”
ρ
の
な

一
”
…邑覧

”
㌘

一
一
一　　．る

覧

・
六
箇
婦
人
学
級
は
、
中
村
、
田

麦
、
麻
畑
を
会
場
に
そ
れ
ぞ
れ
行

　
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
船
坂
と
、
塩

　
之
叉
を
会
場
に
行
な
い
ま
す
。

・
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の

　
講
座
も
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

区
川
治
地
区
公
民
館

・
青
年
学
級
は
、
四
月
か
ら
行
な
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

・
婦
人
を
対
象
に
、
婦
人
学
級
が
川

　
治
と
八
箇
に
各
教
室
が
あ
り
ま

　
す
。
ま
た
、
写
真
教
室
も
開
か
れ

　
ま
す
。
高
山
分
館
で
は
生
け
花
講

　
座
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
．

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
保
育
所
の
両

　
親
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

・
そ
の
他
、
老
人
講
座
、
書
道
講

　
座
、
盆
裁
講
座
も
計
画
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

区
言
田
地
区
公
民
館

・
青
年
の
た
め
に
、
六
月
か
ら
講
座

　
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

1　選挙メモ
　◎投票の方法
　　通常の投票方法は、投票日に選挙人が決められた
　投票所へ行って自分で投票するのが原則ですが、つ
　ぎの方法が認められています。
　　不在者投票一一都合で投票日にどうしても投票所
　　　　　　　難欝　　　　　へ行けない人のため
　　　　　　　　　　　　　　に、投票日の前にあ
　　　　　　　　　　　　　　らかじめ済ましてお
　　　　　　　　　　　　　　く制度。
　　　　　　　　　　　　　　　代理投票一から
　　　　　　　　　　　　　　だの故障や文盲など
　　　　　　　　　　　　　　で字を書くことがで
　　　　　　　　　　　　　　きない場合、投票日
　　　　　　　　　　　　　　当日、投票所で本人
　　　　　　　　　　　　　　からの申し出により
　　　　　　　　　　　　　　投票管理者が指定す
　　　　　　　　　　　　　　る人に代筆させて投
　　　　　　　　　　　　　　票する制度
　　　　　　　　　　　　　　　点字投票一目の
　　　　　　　　　　　　　　不自由な方が点字器
　　　　　　　　　　　　　　を使って投票する制
　　　　　　　　　　　　　　度。

・
婦
人
を
対
象
に
、
吉
田
、
鐙
島
、

真
田
、
名
ケ
山
に
婦
人
学
級
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
真
田
地
区
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

・
老
人
講
座
は
、
生
き
が
い
の
問
題

　
に
つ
い
て
行
な
う
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
、
各
分
館
で
、
各
種
の
教

　
室
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

区
下
条
地
区
公
民
館

　
東
下
組
に
親
と
子
の
健
康
を
考
え

　
る
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

　
す
．

　
平
場
地
区
の
婦
人
対
象
に
、
手

　
芸
、
料
理
、
生
け
花
な
ど
の
教
室

　
が
開
か
れ
て
い
ま
す
．

・
一
般
成
人
を
対
象
に
は
、
書
道
教

　
室
が
開
か
れ
ま
す
。

・
ま
た
、
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
を
対

　
象
に
、
老
人
講
座
を
開
く
予
定
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

・
東
下
組
小
学
校
の
児
童
と
両
親
を

　
対
象
に
、
親
子
文
庫
で
読
書
運
動

　
を
広
め
ま
す
。

区
水
沢
地
区
公
民
館

・
青
年
講
座
は
、
苗
場
山
ろ
く
の
開

　
発
の
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

・
婦
人
の
た
め
の
学
級
や
講
座
は
、

　
料
理
と
体
育
を
内
容
と
し
た
婦
人

　
学
級
、
冬
期
間
に
行
な
わ
れ
る
婦

　
人
学
級
、
婦
人
体
育
教
室
な
ど
が

　
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
保
育
所
の
児

　
童
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
行
な
い

　
ま
す
。

・
そ
の
他
、
料
理
教
室
が
九
月
か
ら

　
夜
の
部
、
昼
の
部
と
そ
れ
ぞ
れ
行

　
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
分
館
に

　
お
い
て
も
講
座
を
開
く
予
定
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。

※
具
体
的
な
こ
と
は
、
各
地
区
公
民

　
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

美しい歯をムシ歯から守りましょう
　　　　6月4日～6月10日は歯の衛生週間
　3歳児791名のうち721名がムシ歯でした。（市の3歳児検診で）

　ムシ歯予防に、すぐつぎのことを実行してください。

　◇発育ざかりのこどもには小魚類、野菜、果物、海藻類をかかさずに。

　◇歯をみがく。特に食事、オヤツの後はうがいを忘れずに。響
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市
街
地
の
河
川
は
泣
い
て
い
ゐ
。

繋　　　
’

　
　
　
・
藤

　
　
　
ロ

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
　
　
　
　

　
　
δ
　
　
　
　
　
　
　
（

馬

～一一～

　
私
達
の
家
の
近

く
を
流
れ
て
い
る

小
川
。
一
昔
前
は

、
子
供
達
が
メ
ダ

カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
取

り
に
た
わ
む
れ
て

い
た
小
川
も
、
最

近
で
は
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
汚
濁

で
ほ
と
ん
ど
魚
も

住
め
な
い
死
の
川

と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
河
川
を
ゴ
、
ミ
捨

て
場
と
勘
違
い
し

ゴ
ミ
を
捨
て
て
い

第3種郵便物認可）昭和48年5月15日

＼
？
’

菰
匁
ノ
槻

地図に親し

　　ませよう

　
汽
車
や
自
動
車
で
旅
行
す
る
こ
と

が
盛
ん
で
す
。
そ
う
し
た
点
と
線

の
知
識
の
中
に
、
そ
の
風
土
を
入
れ

て
み
た
い
も
の
で
す
。
乗
り
物
の
中

が
楽
し
か
っ
た
、
宿
屋
が
よ
か
っ
た

だ
け
で
な
く
、
通
っ
た
土
地
の
様
子

を
よ
く
見
聞
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
、
地
図
が
よ
い
手
引

き
に
な
り
ま
す
。
旅
行
前
に
地
図
で

確
か
め
る
（
絵
地
図
、
鳥
か
ん
図
な

ど
）
帰
宅
し
た
あ
と
で
か
い
て
み
る

こ
と
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
休
み

の
日
な
ど
、
親
子
で
近
所
の
地
図
を

書
い
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

海
外
旅
行
が
盛
ん
で
す
が
、
家
庭
に

地
球
儀
が
ひ
と
つ
ほ
し
い
で
す
ね
、

テ
レ
ビ
の
そ
ば
に
で
も
お
い
て
、
話

が
出
た
と
き
、
く
る
く
る
と
ま
わ
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。
日
本
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
バ
の
国
々
に
く
ら
べ
る
と
、

南
の
方
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
寒
い
の
は
な
ぜ
か
、
な
ど

は
高
学
年
と
し
て
は
よ
い
家
族
会
話

の
材
料
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
（
下

水
道
叉
は
河
川
、
そ
の
他
公
共
の
水

域
へ
の
不
法
投
棄
は
五
万
円
以
下
の

罰
金
）
。
川
は
泣
い
て
い
る

　
朝
の
掃
除
を
し
た
後
の
ゴ
、
、
、
を
前

の
側
溝
に
捨
て
た
り
、
夜
、
自
動
車

で
川
原
へ
こ
っ
そ
り
捨
て
る
な
ど
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
川
は

悲
し
い
く
と
泣
い
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
者
を
市
衛
生
課
に
連
絡
い
た

だ
け
れ
ぽ
、
さ
っ
そ
く
注
意
と
指
導

に
出
向
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
ゴ
．
ミ
の
処
理
方

法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
（
市
の
ゴ
、
、
、

収
集
等
を
利
用
す
る
）
。

　
こ
れ
か
ら
は
町
内
総
動
員
で
河
川

の
美
化
運
動
を
進
め
、
こ
ど
も
た
ち

に
メ
ダ
カ
や
ど
じ
ょ
う
取
り
の
で
き

る
河
川
を
と
り
も
ど
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　無謀運転を追放しょう
　4月の交通事故死亡者は、3名という、

たましい結果になりました。
　歩行者も運転者もつぎのことを守って、

月こそ交通事故をゼロにしたいものです。

　市民ぐるみで、交通事故防止運動にご協

ください。

て
つ
て
が

な
　
　
・
じ

　
な
る

持
に
守

気
身
で

の
の
な

者
人
ん

転
く
み

現
況
届
の
提
出
を

1
児
童
手
当
の
該
当
者
i

　
児
童
手
当
の
受
給
者
現
況
届
を
つ

ぎ
の
日
程
で
受
け
つ
け
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
前
年
の
所
得
状

況
、
児
童
の
養
育
の
状
況
・
職
業
の

変
化
等
を
確
認
す
る
た
め
に
行
な
う

も
の
で
、
こ
れ
が
確
実
に
な
さ
れ
な

い
と
、
支
払
い
に
支
障
が
生
じ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
対
象
児
童
が
十
歳
未

満
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

あ
た
ら
し
く
申
請
さ
れ
た
方
本
再
度

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
届
出
期
日
と
場
所

　
六
月
一
日
か
ら
六
月
二
十
日
：
：

市
社
会
福
祉
事
務
所
▽
六
月
四
日
…

…
中
条
公
民
館
▽
六
月
五
日
…
・
、
下

条
出
張
所
▽
六
月
六
日
…
…
水
沢
出

張
所
▽
六
月
七
日
…
…
吉
田
出
張
所

▽
六
月
八
日
…
…
六
箇
出
張
所
。
い

ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
。　
□
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
と
保
険
証

上
村
・
春
川
両
氏

が
受
章

　
四
月
二
十
九
日
付
、
春
の
叙
勲
で

市
内
で
つ
ぎ
の
二
氏
が
受
章
し
ま
し

た
．　
勲
五
等
瑞
宝
章
上
村
順
蔵
（
八

十
三
歳
、
太
田
島
）
　
勲
六
等
単
光
旭

日
童
　
春
川
三
二
（
七
十
三
歳
、
西
枯

木
又
）

　
上
村
氏
は
長
年
の
造
林
事
業
（
推

進
）
に
対
し
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
．
春
川
氏
は
、
父
子
二
代
「
春
川

新
道
」
　
（
現
在
の
県
道
城
内
焼
野

線
）
を
開
さ
く
す
る
な
ど
道
路
事
業

の
推
進
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

戸
外
で
体
を

き
た
え
よ
う

　
　
　
耳
－
ー
ク

↑
ゆ

勲

埴

F
　
‘（

4
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市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
／
六
月
三
日

集
合
／
午
前
八
時
三
十
分

　
　
　
市
役
所
前
広
場

目
的
地
／
新
潟
県
内
水
面

　
　
　
水
産
試
験
場
中
里

　
　
　
支
場
（
中
里
村
通

　
　
　
り
山
）

申
込
み
／
市
教
委
社
会
教

　
　
　
育
課

参
加
料
／
無
料

　
’
こ
の
ほ
か
、
六
月
一
日

か
ら
婦
人
体
育
教
室
も
市

民
体
育
館
、
水
沢
小
、
川

治
小
、
中
条
小
体
育
館
で

開
か
れ
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
市
教
委
社
会
教
育
課

（
費
七
上
三
一
一
番
）
へ
Q

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会

▽
日
時
…
六
月
十
日
午
前

九
時
▽
集
合
場
所
．
：
市
民

体
育
館
▽
各
自
用
意
す
る

も
の
…
運
動
で
き
る
服
装
、

赤
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
▽
申
込

み
方
法
…
四
葛
五
人
の
パ

ー
テ
ィ
単
位
で
ハ
ガ
キ
に

責
任
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
令
（
全
員
）
を
記
載
し
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
市

教
委
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
事
務
局
ま
で
（
個

人
参
加
も
可
）
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一
一

一
一
一覧毛影

公
民
館
で
行
な
う
学
級
や
講
座

さ
そ
い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
で
も
、
生
涯
を
通
じ
て
勉
強
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
い
ま
の
日
本
人
百
人
の

う
ち
八
十
八
人
が
思
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
五
年
に
調
べ
ら
れ
た
数
字
で
す
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
大
ぜ
い
の
み
な
さ
ん
か
、
学
ば
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
公

民
館
で
は
、
そ
ん
な
市
民
の
み
な
さ
ん
に
応
え
る
た
め
に
、
各
地
区
の
公
民
館
で
今
年
度
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
学
級
や
講
座
・
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
　
み
な
さ
ん
を
と
り
ま
く
地
域
社
会
や
家
庭
の
問
題
、
趣

味
の
こ
と
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
学
習
の
機
会
を
用
意
し
ま
し
た
。
『
時
間
が
な
く
て
　
と
い
う
声
が
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
、
学
ぶ
た
め
の
時
間
は
自
か
ら
作
ろ
う
と
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い
も
の
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
近
所
、
仲
間
を
さ
そ
い
あ
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

区
＋
日
町
市
公
民
館
（
本
館
）

・
青
年
を
対
象
に
、
十
日
町
青
年
学

　
級
、
新
成
人
学
級
が
開
設
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

・
一
般
成
人
を
対
象
に
、
書
道
、
ギ

　
タ
ー
、
手
芸
、
工
芸
、
園
芸
等
の
市

　
民
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
就
学
前
の
幼

　
児
の
母
親
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま

　
す
。
・
老
人
を
対
象
に
は
、
九
月
か
ら
講

　
座
が
開
か
れ
ま
す
。

・
市
民
大
学
講
座
は
、
七
月
に
三
回

　
行
な
う
予
定
で
す
。

区
中
条
地
区
公
民
館

・
青
年
を
対
象
に
、
中
条
青
年
学

　
級
、
新
座
青
年
講
座
が
開
設
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

・
家
庭
の
主
婦
の
み
な
さ
ん
に
は
、

　
中
条
婦
人
学
級
、
大
井
田
婦
人
講

　
座
が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
成
人
男
子
を
対
象
に
は
、
地

　
域
問
題
を
学
習
す
る
社
会
講
座
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
十
歳
～
四

　
十
歳
代
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を

対
象
に
体
育
教
室
が
開
か
れ
ま

　
す
。
家
庭
教
育
学
級
は
、
小
学
校

　
五
、
六
年
生
の
母
親
を
対
象
に
行

　
な
わ
れ
ま
す
。

・
ま
た
各
分
館
で
も
他
に
い
く
つ
か

　
の
講
座
が
開
か
お
る
予
定
で
す
。

区
飛
渡
地
区
公
民
館

・
地
域
の
問
題
を
考
え
る
、
青
年
講

　
座
が
桔
木
叉
で
開
か
れ
ま
す
。

・
婦
人
対
象
に
は
、
枯
木
叉
婦
人
学

　
級
、
東
部
婦
人
学
級
、
わ
ら
ぽ
し

　
通
信
婦
人
学
級
、
生
け
花
講
座
な

　
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
小
学
校
一
、

　
二
年
生
の
両
親
を
対
象
に
行
な
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

・
そ
の
他
、
池
入
分
館
、
稲
原
分
館

　
で
も
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た

　
親
子
文
庫
が
飛
一
、
飛
二
小
の
親

　
子
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

Z
六
箇
地
区
公
民
館

”
ρ
の
な

一
”
…邑覧

”
㌘

一
一
一　　．る

覧

・
六
箇
婦
人
学
級
は
、
中
村
、
田

麦
、
麻
畑
を
会
場
に
そ
れ
ぞ
れ
行

　
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
船
坂
と
、
塩

　
之
叉
を
会
場
に
行
な
い
ま
す
。

・
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の

　
講
座
も
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

区
川
治
地
区
公
民
館

・
青
年
学
級
は
、
四
月
か
ら
行
な
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

・
婦
人
を
対
象
に
、
婦
人
学
級
が
川

　
治
と
八
箇
に
各
教
室
が
あ
り
ま

　
す
。
ま
た
、
写
真
教
室
も
開
か
れ

　
ま
す
。
高
山
分
館
で
は
生
け
花
講

　
座
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
．

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
保
育
所
の
両

　
親
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

・
そ
の
他
、
老
人
講
座
、
書
道
講

　
座
、
盆
裁
講
座
も
計
画
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

区
言
田
地
区
公
民
館

・
青
年
の
た
め
に
、
六
月
か
ら
講
座

　
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

1　選挙メモ
　◎投票の方法
　　通常の投票方法は、投票日に選挙人が決められた
　投票所へ行って自分で投票するのが原則ですが、つ
　ぎの方法が認められています。
　　不在者投票一一都合で投票日にどうしても投票所
　　　　　　　難欝　　　　　へ行けない人のため
　　　　　　　　　　　　　　に、投票日の前にあ
　　　　　　　　　　　　　　らかじめ済ましてお
　　　　　　　　　　　　　　く制度。
　　　　　　　　　　　　　　　代理投票一から
　　　　　　　　　　　　　　だの故障や文盲など
　　　　　　　　　　　　　　で字を書くことがで
　　　　　　　　　　　　　　きない場合、投票日
　　　　　　　　　　　　　　当日、投票所で本人
　　　　　　　　　　　　　　からの申し出により
　　　　　　　　　　　　　　投票管理者が指定す
　　　　　　　　　　　　　　る人に代筆させて投
　　　　　　　　　　　　　　票する制度
　　　　　　　　　　　　　　　点字投票一目の
　　　　　　　　　　　　　　不自由な方が点字器
　　　　　　　　　　　　　　を使って投票する制
　　　　　　　　　　　　　　度。

・
婦
人
を
対
象
に
、
吉
田
、
鐙
島
、

真
田
、
名
ケ
山
に
婦
人
学
級
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級
は
、
真
田
地
区
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

・
老
人
講
座
は
、
生
き
が
い
の
問
題

　
に
つ
い
て
行
な
う
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
、
各
分
館
で
、
各
種
の
教

　
室
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

区
下
条
地
区
公
民
館

　
東
下
組
に
親
と
子
の
健
康
を
考
え

　
る
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

　
す
．

　
平
場
地
区
の
婦
人
対
象
に
、
手

　
芸
、
料
理
、
生
け
花
な
ど
の
教
室

　
が
開
か
れ
て
い
ま
す
．

・
一
般
成
人
を
対
象
に
は
、
書
道
教

　
室
が
開
か
れ
ま
す
。

・
ま
た
、
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
を
対

　
象
に
、
老
人
講
座
を
開
く
予
定
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

・
東
下
組
小
学
校
の
児
童
と
両
親
を

　
対
象
に
、
親
子
文
庫
で
読
書
運
動

　
を
広
め
ま
す
。

区
水
沢
地
区
公
民
館

・
青
年
講
座
は
、
苗
場
山
ろ
く
の
開

　
発
の
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

・
婦
人
の
た
め
の
学
級
や
講
座
は
、

　
料
理
と
体
育
を
内
容
と
し
た
婦
人

　
学
級
、
冬
期
間
に
行
な
わ
れ
る
婦

　
人
学
級
、
婦
人
体
育
教
室
な
ど
が

　
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
講
座
は
、
保
育
所
の
児

　
童
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
行
な
い

　
ま
す
。

・
そ
の
他
、
料
理
教
室
が
九
月
か
ら

　
夜
の
部
、
昼
の
部
と
そ
れ
ぞ
れ
行

　
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
分
館
に

　
お
い
て
も
講
座
を
開
く
予
定
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。

※
具
体
的
な
こ
と
は
、
各
地
区
公
民

　
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

美しい歯をムシ歯から守りましょう
　　　　6月4日～6月10日は歯の衛生週間
　3歳児791名のうち721名がムシ歯でした。（市の3歳児検診で）

　ムシ歯予防に、すぐつぎのことを実行してください。

　◇発育ざかりのこどもには小魚類、野菜、果物、海藻類をかかさずに。

　◇歯をみがく。特に食事、オヤツの後はうがいを忘れずに。響
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勲
あ
す
な

ス
る薦
器
鑓
靴

り
の
会
で
す
。
美
し
い
自
然
の
中
で

体
を
の
び
の
び
と
横
た
え
た
姿
を
想

像
し
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
だ
か
楽
し

巻
機
山
の
頂
上
で
（
4
8
4
朽
）

ろ
会

く
な
る
で
し
ょ
う
●

　
市
公
民
館
で
、
月
二
回
例
会
を
開

き
、
会
の
は
じ
め
に
は
必
ず
「
山
の

歌
」
を
合
唱
し
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
テ
ソ
ト

持
参
の
山
行
き
を
計
画
。
冬
は
ス
キ

！
で
偽
を
き
た
え
な
が
ら
仲
間
ど
う

し
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
が
山
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
私
達
の
輸
の
中
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。
澄
ん
だ
空
、
美
し
い
草

花
な
ど
言
葉
に
つ
く
せ
ぬ
景
色
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

五
月
休
日
救
急
医

二
十
日
至
誠
堂
医
院
爵
浦
事

　
　
　
　
費
二
L
．
．
．
、
七
六
番

二
十
七
日
十
日
町
病
院
高
川
剛
．
．
．
一

　
　
　
　
費
二
上
、
輔
．
六
．
番

青
少
年
育
成
指
導
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
井
氏
ら
を
委
嘱

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
青
少
年
育
成
指

導
員
に
、
つ
ぎ
の
十
四
氏
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
青
少
年
育
成
指
導
員
鳳

今
後
地
域
の
青
少
年
に
対
し
、
そ
の

指
導
、
相
談
、
啓
蒙
活
動
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
杢
す
。

富
井
清
道
（
六
箇
山
谷
）
丸
山
喜
平

（
吉
田
山
谷
）
大
島
伊
一
　
（
水
野

脚
　
　
て
腺
装
身
㍍

あ
　
論
備
諾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

M
田
工
度
月
ド
コ
は

繭
薦
難
襟

陳
舗
聯
彰
捷

¶
　
市
脚
誓

溜〆
～
く
ン
タ
～
’
ン
’
～
｛
〉
～
～
）
ン
ン
〉
｝
ノ
ン

（
野
田
）
▽
市
推
奨
の
木
入
選
者
“

佐
藤
勝
利
（
川
治
内
後
）
、
宮
沢
弘

子
（
四
日
町
新
出
三
）
、
小
島
松
三

瀬
事
離
欝
設

　
市
の
木
は
「
き
り

　
十
日
町
市
を
代
表
す
る
木
（
市
の

木
）
の
選
定
委
員
会
は
、
去
る
七
日

開
か
れ
、
応
募
七
十
八
人
か
ら
の
二

十
九
種
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

市
の
木
に
「
き
り
」
。
市
推
奨
の

木
は
「
き
り
、
す
ぎ
、
け
や
ぎ
、
や

ま
も
み
じ
、
い
ち
よ
う
」
と
決
定
し

重
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
十
日
町
市

の
歴
史
、
産
業
、
植
物
分
布
、
適

地
、
用
途
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て

十
日
町
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
さ
き
に
青
年
会
議
所
で
選
定
し

た
市
の
花
（
山
つ
っ
じ
）
も
当
日
の

」
と
決
定

委
員
会
で
正
式
な
市
の
花
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
ー
た
．
市
の
木
の
応
募
入

選
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
▽
市
の
木
入
選
者
n
村
山
政
好

もの。

町
）
松
井
和
栄
（
本
町
西
一
）
庭
野

与
一
（
赤
倉
）
中
沢
幾
太
郎
（
四
日

町
第
一
）
樋
口
熊
蔵
（
中
条
旭
町
）

大
淵
武
義
（
上
新
田
一
）
長
谷
川
強

（
水
口
）
斉
木
睦
子
（
南
鐙
坂
、
村

山
利
雄
（
伊
達
．
二
）
村
山
聡
太
郎

（
川
治
下
町
二
）
幸
田
百
合
子
（
川

治
下
町
一
）
富
井
寅
ヒ
（
水
沢
第

二
）
。箋

を900万円で実施

磁
‘
　
慧
懸
畷

郎
（
下
条
本
町
）
、
大
口
花
子

治
上
町
）
、
馴
川
浩
一

一
）

』
一
｛
イ
．
監
ノ
・
＝
監
ノ
、
，
・
・
～

　
　
　
V

　
　
　
鴇

　
　
　
吊

　
　
　
鵡

　
　
（
川

（
高
田
町

よみうりランド（東京）で十日町を宣伝

　新潟県の観光と物産を全国に紹介

する「越後と佐渡の観光まつりゴが

東京のよみうりランドで開かれてい

ます。去る5月3日の十日町市の日

は、同会場で十日町織協女子職員16

名が郷土芸能の十日町小唄と深雪甚

句を公開。きもの撮影会もあわせて

行なわれました。

　
　
　
蓄

と
他
・

鼠
の
稿

一
紀
鴇
　
　
枷

　
　
鳩
〔

『
，

進
胤
か
5

概
短
へ
最
τ
ε

口喫

い
占
劫
色

す
3
ん
τ
す
か
角

　
　
　
　
し
♂
う
が

認塗

）・）

ず
も
ね
・

留
吾
占
め
z
喜
産

喰
∂
∋
の
を
買
い

占
防
寵
ぎ
：

頼

麹
釦
忌
ん

ず
ξ
ザ
ね
■

　
　
　
　
嬉

な
奄
”

畢
，
　
、

皇
沽
あ
～

　
　
￥
募
す

　
　
　
　
、
ッ

　
　
　
（
ε

そ
ん
薯
象
ノ
．
．

窃
る
①
か
亀
卿
、

筋
り
3
寄

ヤ
q
μ

藷
3
轟
・
8

越誓

、
ム
、

こ
れ
を
嘔
5

　
　
　
　
　
は

セ
ロ
劫
Z
く
粛
嵐
は
・

ボ
ク
蒼
え
熔
う

β
っ
て
む
強
ご
昏
電
く

　
　
屯
多
毛
ん
4

蝕）二

5月号から、じろ一君が登場
しました。

作者は藤田勲君（十高3年）
です。

ポッポくん同様、よろしく
お願いします。

金
婚
夫
婦
に
色
紙
贈
呈

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
金
婚

を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
、
県
知

事
揮
毫
（
き
．
こ
ろ
）
の
色
紙
を
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
っ
て
嘱
託
員
か
ら
該
当
者
の
調

査
を
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
が
、
該

当
者
は
も
れ
お
ち
の
な
い
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
嘱
託
員
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
（
該
当
者
）
大
正
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日

の
間
に
結
婚
さ
れ
た
方
で
、
昭
和
四

十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
、
ご
夫
婦

そ
ろ
っ
て
お
ら
れ
る
方
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　
接
種
時
期
…
…
五
月
下
旬
～
七
月

上
旬
▽
接
種
場
所
…
追
っ
て
回
覧
で
通

知
し
ま
す
▽
接
種
対
象
者
…
…
満
三

歳
以
上
十
五
歳
と
五
十
五
歳
以
上
六

＋
五
歳
▽
接
種
料
金
…
－
一
回
二
百

三
十
円
▽
接
種
回
数
…
：
は
じ
め
て

の
人
、
年
二
回
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
人
、
年
一
回
▽
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

者
等
医
師
が
予
防
接
種
不
適
当
と
認

め
た
者
を
除
く
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
春
日
市
長
（
六
箇
婦
人
会
講
師

謝
礼
）
…
…
三
千
円
（
農
協
婦
人
部

講
師
謝
礼
）
…
…
五
千
円
。

　
▽
稲
沢
ト
シ
（
山
本
二
）
…
…
ぞ

う
き
ん
八
十
枚
。
▽
村
山
忠
（
関

根
）
…
…
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ト
一
台
。

　
▽
庭
野
金
作
（
川
原
町
）
…
…
ぞ

う
き
ん
二
十
枚
．
▽
水
落
…
土
千

円
。　
▽
桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）
交
通
安

全
対
策
に
…
…
一
万
円
。
▽
山
内
与

喜
男
（
本
町
二
）
保
育
所
園
児
の
交

通
安
全
対
策
に
…
…
四
万
円
。

　
▽
岡
村
哲
（
錦
町
）
交
通
安
全
施

設
に
（
香
典
返
し
）
…
…
十
万
円
。

苗
場
山
ろ
く
開
発
室
は
、
去
る

五
月
十
二
日
、
分
室
を
水
沢
出

張
所
（
費
八
⊥
三
〇
二
番
）

へ
設
置
し
ま
し
た
。

○
－

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
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聾
織
講
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熱

　
　
　
　
　
　
　
　
駄
嚢
叢
　
欝

欝鞍溝

醗

喚

纏
　

欝麟
灘

関
．

臨

憲
難

群

　　磯撚
綾

6」観e
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甘
酸
っ
ぱ
い

六
月
の

風緑
が
濃
く
な
っ
た

木
　
と

草つ
つ
じ
が

咲
く

六
月
一
日
　
気
象
記
念
目

六
月
一
口
～
七
日
　
水
道
週
間

六
月
四
日
～
十
日

　
　
　
　
　
歯
の
衛
生
週
間

六
月
五
日
～
六
日
　
小
唄
ま
つ
り

六
月
五
口
～
十
一
日
　
環
境
週
間

六
月
七
日
　
計
量
記
念
日

づ
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月月月月月月月
二二二二十十十
十十十十七一日
八五三…日日
日日日日　　時
　　　父入の貿救沖夏の梅記
易ら縄至日　念
記い慰　　　日

夏
至
沖
縄
慰
霊
の
日

救
ら
い
の
日

貿
易
記
念
日

ひ
ら
い
た
リ
ュ
ッ
ク
に

陽
が
あ
た
つ
て

明
か
る
い
夢

人口

（　）内は

前月との比較

増減

昭和48年5月1日現在

世帯数　11，162（＋58）

人口50，031（＋73）

　男　　24，078（＋40）

　女25，953（＋33）

面積211．44K㎡


